
地域医療連携だより 2016 年 4 月

■小児科からのご案内
2016年 4月より当院小児科に入職された常勤医師をご紹介させていただきます。
小児科部長の就任により、より充実した診療体制となりました。

小児科部長・小和瀬医師 就任のご挨拶
　小児科医師の小和瀬貴律と申します。大学進学まで、行田市の隣の鴻巣市で暮
らしておりました。このたびご縁があって私の育った地域で診療ができることを
とても嬉しく感じております。私は、小児科医師として勤務を始めてから 22 年
になります。大学卒業後、群馬県内で医師として長年勤務して参りました。具体
的には、地域の開業なさっている先生の医院での非常勤医師としての勤務、行田
総合病院のような地域の中隔となる病院での勤務、高度の医療を提供する大学病
院での勤務、さらに、今回の勤務直前まで、重症心身障害児者・肢体不自由児施
設での勤務と特別支援学校の医療的ケアの指導医を担当して参りました。
　私は、小児科の中でも特に小児内分泌という領域を卒後 4 年目から専門にし
ており、低身長症、クレチン症・バセドウ病・橋本病などの甲状腺疾患、先天
性副腎過形成症などの副腎疾患、中枢性思春期早発症・思春期遅発症・性腺機
能低下症などの性腺疾患、1 型・2 型糖尿病といった疾患の方々も数多く診療
して参りました。一般的な小児疾患に加えて、私の専門領域での小児医療に関
しても、幅広く地域の皆様のお役に立てるように力を尽くしていきたいと考え
ています。また、病診連携を積極的に行い、地域のチーム医療を大切にしてい
きたいと考えています。皆様方のご指導・ご鞭撻をいただきながら地域の子供
たちの健やかな発育・成長のために、微力ながら全力で取り組みたいと考えて
おります。何卒宜しくお願い申し上げます。
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午前
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■小児科 外来担当表



　 地域医療連携室 VOICE
日頃より地域医療連携にご協力を賜り誠にありがとうございます。今号では新しく就任した小児科部長をご紹介させていただきました。これまでにも増

して小児科診療の充実を図り、看護師や保育士などスタッフ全員で受診しやすい環境を構築してゆきます。また、『とねっとシンポジウム』『救急勉強会』

と地域医療連携を行う上で重要な内容の勉強会が続きました。今後もこういった勉強会に積極的に参加し、また積極的に開催できるよう努力してゆく所

存です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域医療連携室　黒田　綾
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研修会・勉強会のご報告
とねっとシンポジウム

行田市産業文化会館みらい

2016 年 3 月 5 日（土）

埼玉県北部地域の情報交換会
城西大学経営学部・伊関教授による基調講演『皆
さんの地域医療を守るためには』の後、『IT 医
療連携とねっとの広域化に向けて』をテーマと
したパネルディスカッションが開催されました。
当院川嶋理事長をはじめ、加須市長、行田市医
師会長、行田市消防本部救命救急士、SFC薬局
幸手中央店管理責任者がパネリストとして参加
し、有意義なディスカッションが行われました。

第 17 回 救急勉強会
当院会議室

2016 年 3 月 23 日（水）

搬送困難事案受入医療機関指定について
救急総合診療科・濱田医師による勉強会では、
4月から始まる搬送困難事案受入についての講
義が行われました。
当院が担当する地域、搬送困難者の想定数、他
地域の搬送困難受入状況、対象傷病者条件など
を地域の救急隊員へ説明するとともに、今後の
スムーズな救急受入へと繋げるために相互理解
を深める非常に重要な勉強会となりました。

持ってて安心！「とねっと」をご存知ですか？
●地域の皆さまへ地域医療ネットワークシステム「とねっと」のご紹介

「とねっと」は、埼玉利根保健医療圏医療連携推進協議会が管理・運営を行う医療機関

間で診療情報を共有化する地域医療ネットワークシステムです。登録することによっ

て医療情報の共有、緊急時への対応、健康管理への活用に利用できます。

■お申込みは簡単（無料）＞参加同意書に必要事項を記入し、当院医事課窓口へご提

出ください。


